
③災害時、要援護者を地域ぐるみで支援
　災害が発生したときには、地域ぐるみで要援護者（一人暮らしや寝たきりの高齢者、障がい者など）を援助
することが重要です。災害に関する情報把握や避難、生活の確保などを、迅速に行いにくい立場にあるため
です。お互いに協力し合い、地域ぐるみで支援できるように心がけましょう。

①みんなで力を合わせて救出・救護活動

災害時にすべきこと

もしも大きな地震が起きたときには、自主防災組織を中心に、地域の
住民が協力して被害を最小限に留める努力が重要となります。
災害の発生直後は、消火・出火の防止活動が重要です。初期消火の

実施により、火事による二次被害を防げます。火元の確認、電源ブレー
カーの遮断などを各家庭に伝えることにより、倒壊した家屋などからの
出火を防げます。
救出・救護活動も、地域の住民が自ら協力して取り組む必要がありま

す。高齢者や要援護者などの救出を進めるとともに、在宅治療者などに
ついては医療機器や薬も忘れずに持ち出しましょう。各家庭の救出状
況も確認し、救出もれがないようにしましょう。また、けがをした人には、
応急手当てを実施します。

②覚えておきたい応急手当て

　一般に、体内の血液の20％が急速に失われると出血性ショックという重い状態になり、30％を失うと生命
に危険を及ぼすといわれています。出血量が多いときには、止血手当てを迅速に行う必要があります。大出
血の止血法は、出血部位を直接圧迫する直接圧迫止血法が基本となります。

●出血部位を圧迫し、包帯をする
●きれいなガーゼやハンカチなどを傷口に当て、手で圧迫する
●片手で圧迫しても止血できないときは、
　両手で体重を乗せながら圧迫止血をする

※感染防止のため血液に直接触れないよう注意する
※ビニール・ゴム手袋の利用。なければ、
　ビニールの買物袋などを利用

＜大出血時の止血法＞

●「もしもし」などと呼びかけ意識を調べる
●何も反応がない場合は、「意識なし」と判断
●呼吸があるかどうかを確認し、
　「呼吸がない」場合は人工呼吸を
●心肺蘇生法について学んだ人に
　助けを求める

＜骨折に対する応急手当て＞

＜心肺蘇生法とＡＥＤ＞

心肺蘇生法

●自動体外式除細動器のこと

ＡＥＤ

●援助が必要なときは、複数の人で対応
●急を要するときは、ひもなどで背負い、安全な場所まで避難

＜高齢者、傷病者＞

●車いすで階段を移動する場合は3～4人で援助する
●上がるときは前向きに、下がるときは後ろ向きにして、
　恐怖感をあたえないように
●とっさの脱出には、2人以上いるとは限りません。
　ひもなどで背負い、救援者の両手は自由がきくように

＜肢体の不自由な人＞

●話をするときは、まっすぐに顔を向け、
　口はなるべく大きく動かして話す
●筆談（筆記法）は、手のひらに指先で
　文字を書くやり方でも可能

＜耳が不自由な人＞

●杖を持った方の手はとらない
●手先や手首を持たないで、ひじのあたりに軽く触れ、ゆっくり歩く
●方向や目の前の位置などは、時計の文字盤の位置を想定して伝える

＜目の不自由な人＞

●とっさのときは、身振り、手振りで話しかけ、
　孤立させないようにする

＜外国人・旅行者＞

●骨折しているところを支える
●副子を当てる
●骨折部を三角巾などで固定する
※副子は、骨折部の上下の間接が固定できる
　長さのものを準備する
※固定するときは、傷病者に知らせてから固定する
※ショックに注意する

骨折しているところを固定

圧迫する

ガーゼの束

出血部位

骨

◆消防署などで実施されている講習に参加して、具体的な方法を身につけましょう。

※普段からAEDの設置場所について
　確認しておきましょう
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